
滋賀県衛生科学センター

①試験検査

依頼元 保健所、県庁、原子力規制庁等

検査対象物 食品 水道水 家庭用品 血液 糞便 雨水等

検査項目 食中毒原因菌、細菌、ウイルス、血清、食品添加物、

水道水質、残留農薬、放射性物質等について検査を

行っています。

昭和27年

昭和47年

（環境部門が独立）

昭和50年

（環境部門と再度統合）

昭和52年

（環境部門が琵琶湖研究所と統合）

平成17年
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所長

次長 総務係

健康科学情報係

微生物係

理化学係

②調査研究

食品添加物、細菌、ウィルス等を対象として試験研究を行っていま
す。

地域保健対策を効果的に推進し、公衆衛生の向上および増進をはかるため、滋賀県に
おける科学的かつ技術的中核として設置された試験研究機関（地方衛生研究所）です。

④公衆衛生情報の収集・解析・提供

衛生統計、保健情報、感染症情報、健康危機管理情報等を提供
しています。

③研修指導

県内保健関係者、学校関係者、県市町職員等に対する研修・指導
を行っています。

当センターは国立の研究所、および全国の地方衛生研究所（都道府県、政令指定都市と中核市、
特別区の一部に設置）と連携して調査、研究、公衆衛生情報の提供等も行っています。

液体クロマトグラフ質量分析による食品
検査

国際協力機構（ＪＩＣＡ）研修員への研修
指導

衛生科学センター全景

業務紹介

組織の変遷 組織図 アクセス



健 康 危 機 管 理 情 報 セ ン タ ー健 康 危 機 管 理 情 報 セ ン タ ー

健康科学情報係の業務

統計法に基づき調査を行い、国の公表結果を基に集
計作業をして、保健所等へのデータ提供、健康福祉統
計年報の作成等を行っています。

健康に関する 統計統計 感染症感染症

健康危機健康危機

の発生調査、

に関する公衆衛生情報の提供をしています。

人 口 動 態 ・ そ の 他 の 衛 生 統 計人 口 動 態 ・ そ の 他 の 衛 生 統 計

感染症の発生や動向に関する情報の

収集・解析・提供

感染症の発生や動向に関する情報の

収集・解析・提供

健康寿命延伸のためのデータ活用健康寿命延伸のためのデータ活用

感染症予防のために情報を収集・解析し、週報や
月報として保健所、医師会等に提供しています。

疾病対策に関する行政施策の立案を支援するため、
県および市町の疾病動向を解析し、死因統計解析報
告書を作成、また、健康づくり支援資料集を作成して
います。

県民の健康寿命延伸のため、健康や医療、介護等に
関する各種データを一体的に分析・評価し、施策構築
への活用を図っています。

国内外の健康危機管理情報を、関係機関および庁
内健康危機管理調整会議等で情報提供しています。

保健所等が行う感染症や食中毒等の調査、疫学解
析を支援し、研修会を開催しています。

疫学情報研修会風景

主な死因の死亡数の推移（滋賀県）

全国＝100

感染症発生動向調査の情報の流れ
http://www.pref.shiga.lg.jp/eiseikagaku/kansensyou/info/300857.html

定点把握疾患

定点医療機関 病原体定点医療機関

保健所

中央感染症情報センター
(国立感染症研究所)

国立感染症
研究所

厚生労
働省

届出

検体

患者情報

病原体情報
情報還元

全数把握疾患

全ての医療機関

滋賀県
感染症情報センター

県庁
感染症主管課

微生物担当

中央感染症情報センター資料改変

標準化死亡比疾病地図(心疾患男性)

 135 ～
125 ～ 135 未満
115 ～ 125 未満
105 ～ 115 未満
95 ～ 105 未満
85 ～ 95 未満
75 ～ 85 未満
65 ～ 75 未満

～ 65 未満

平均・健康寿命の現状と目標達成時の予測

データデータ 分析、

健康医療福祉疫学統計コンシェルジュ健康医療福祉疫学統計コンシェルジュ

エビデンスに基づいた政策立案の推進に貢献するた
め、県関係機関や県内市町のデータ利活用支援等を
行っています。

や動向調査、

公 衆 衛 生 情 報 解 析公 衆 衛 生 情 報 解 析



人に病気を起こす

を調べています。

新型インフルエンザ、重症熱性血小板減
少症候群（SFTS）、デング熱、ジカ熱、炭
疽等の検査をしています。

ウイルス検査 細菌検査

麻疹、風疹、手足口病、無菌性髄膜炎、
インフルエンザなどの病気を起こすウ
イルスを調査しています。

コレラ菌、赤痢菌、チフス菌、腸管出
血性大腸菌O157など病原細菌を調べて
います。

結核の感染を喀痰（塗抹・培養検査）
と血液（QFT検査）で調べています。

サルモネラ
(黒色集落)

赤痢菌
(透明集落)

病原大腸菌
(赤色集落)

DHL寒天培地上の病原細菌の集落

結核(QFT）検査 食品検査

遺伝子検査 遺伝子解析像

ノロウイルス、サルモネラ、黄色ブド
ウ球菌、カンピロバクター、クドアな
ど食中毒の原因微生物を調べています。

安心・安全のために、県内の流通食品
や水道水などの細菌・真菌検査をして

遺伝子検査でウイルス、細菌の病原性
を調べています。

ウイルス、細菌などの遺伝子を解析し
て、原因食品など感染源・感染経路を
調べています。

います。



★滋賀県食品衛生監視指導計画等に基づき、

食品添加物が基準どおり使用されているか、

農薬、抗菌物質、放射性物質が基準を超え

て残留していないか調べています。

★アレルゲンや遺伝子組換え食品の表示が適

正か、表示されていない食品添加物が使用

されていないかを調べています。
残留農薬検査

高速液体クロマトグラフ

★滋賀県水道水質管理計画に基づき、水質管

理上留意すべき項目である水道水質管理目

標設定項目を検査しています。

★県内の水道水質検査事業者の検査精度の

向上のため、精度管理事業を行っています。

★滋賀県内9か所に測定装置を設置し、24時

間、大気中の放射線量を監視しています

★雨などの降下物、大気粉じん、水道水、土

壌、精米、大根などについて、放射性物質の

含有量を測定しています。

★滋賀県地域防災計画に基づき、平常時にお

けるモニタリングとして、環境中および農産

物中の放射性物質を測定しています。

★核実験等が行われた場合、緊急の放射性物

質の調査を行います。

★インターネットサイト等から買い上げた危険

ドラッグを調査しています。

★保健所などからの依頼により、食品摂取に

よる健康被害の原因物質調査を実施してい

ます。（自然毒、食品の変質、化学物質の混

入、アレルゲン等）

ゲルマニウム
半導体検出器

サンプラーで
大気粉じんを採取

理化学係の業務

食品 水

放射能

私たちが口にする の安全性を調べています。

その他 についても調べています。
食品

水

放射能

その他調査

県民の健康を守り、生活の安全を確保するため、
分析技術の向上に努めています

新たな検査技術の習得、精度管理
緊急時における迅速・的確な検査対応

調査研究による科学的データの提供に努めています

液体クロマトグラフ
質量分析計

ガスクロマトグラフ
質量分析計


